
報 道 機 関 各 位

令和４年１１月２９日（火）１１時００分 配付

令和４年度水産林務部関係北海道社会貢献賞及び北海道産業貢献賞
項 目 の受賞者並びに令和４年度水産林務部工事等優秀業者の決定及び表彰

式等の開催について

配付資料 北海道社会貢献賞・北海道産業貢献賞 表彰の概要 【資料1】
北海道社会貢献賞・北海道産業貢献賞 受賞者の功績 【資料2】
工事等優秀業者感謝状受賞予定者一覧 【資料3】

令和４年度水産林務部関係の北海道社会貢献賞及び北海道産業貢献
内容及び 賞の受賞者並びに令和４年度水産林務部工事等優秀業者が決定し、オ
報道に当 ホーツク総合振興局管内では次の方々が受賞されますのでお知らせし
たっての ます。
お 願 い 記

１ 表彰概要
（１）北海道社会貢献賞・北海道産業貢献賞 資料1のとおり
（２）水産林務部工事等優秀業者

水産林務部所管の工事及び委託業務において、適切な労務
管理の下、特に優れた成果を収められた業者

２ 受賞者及び功績概要
（１）北海道社会貢献賞・北海道産業貢献賞 資料2のとおり
（２）水産林務部工事等優秀業者 資料3のとおり

３ 表彰式等
（１）日時 令和４年12月20日(火)

①北海道社会貢献賞10:30～11:30
②北海道産業貢献賞13:30～14:30
③工事等優秀業者知事感謝状贈呈式15:30～16:30

（２）場所 ホテル札幌ガーデンパレス 2階 丹頂
(札幌市中央区北1条西6丁目)

（３）道側出席者 特別職(調整中)、水産林務部長ほか

他のクラブ 道政記者クラブ、水産記者クラブ、林政記者クラブ及び建設記者ク
と の 関 係 ラブと同時配付

オホーツク総合振興局
担当窓口 所 属 区 分

産業振興部水産課 水産課長 伊藤 智英 水産林務部工事等優秀業者

電 話 0152－41－0653 ＜水産土木部門＞

ＦＡＸ 0152－44－3121 社会貢献賞

＜水産業関係功労者＞

産業貢献賞

＜水産業関係功労者＞

産業振興部林務課 林務課長 髙松 巨樹 水産林務部工事等優秀業者

電 話 0152－41－0645 ＜森林土木部門＞

ＦＡＸ 0152－45－0553 社会貢献賞

＜林業関係功労者＞

産業貢献賞

＜林業関係功労者のうち滝上町分＞

東部森林室普及課 普及課長 野田 哲也 産業貢献賞

電 話 0157－24－6278 ＜林業関係功労者のうち北見市分＞

ＦＡＸ 0157－24－6228
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資料　１



令和４年度北海道社会貢献賞 ～ 水産林務部関係 

区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体
ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 

斜里町 斜里救難所
しゃりきゅうなんしょ

 

昭和４５年に設立されて以来、５２年の長きにわたり活発な海難救助
活動や海難防止普及啓発活動を行っております。 
 さらに、令和４年４月に発生した知床観光船 KAZUⅠの海難事故の際
には、延べ８日間、漁船８２隻、救助員など４４３名で海上捜索に協力
されました。  
 これらの功績は高く評価されるものであり、他の救難所の模範とする
ところです。 

昭和４５年 
３月設立 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 

斜里町 杉村
すぎむら

 政由
まさよし

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６４歳 

水産業関係
功労者 

漁船事故防止 
功労者 

網走市 横田
よ こ た

 秀雄
ひ で お

 

 昭和６１年４月北見漁船保険組合に奉職、平成２９年４月に日本漁船
保険組合北見支所統括部次長に就任するまでの間、審査部門の事故防止
講習会及び浜回りを通して漁業協同組合役職員をはじめ組合員・乗組員
に対し、漁船事故の発生に伴い生じる不慮の費用負担、責任及び漁業経
営への悪影響について説明し、漁船保険並びに漁船船主責任保険への加
入の重要性や、日頃の整備点検の励行により漁船事故を未然に防ぐこと
など、事故防止に対する漁業者の意識改善の啓発に積極的に取り組まれ
ました。 
 このほか、休日早朝からボートヤードに赴き、出港前のプレジャーボ
ート所有者等に事故防止のパンフレットを手交するとともに、衝突事故
により漁船及び漁業施設等に損害を与えた場合に生じる賠償事例等につ
いて説明し、万が一の事故発生に備えてプレジャーボート責任保険の加
入促進を推進されました。 
 また、長年にわたり漁業協同組合が実施する事故防止施設設置等への
助成事業を担当し、事故未然防止に有効な浮標灯や風向風速計の設置に
携わるなど事故防止意識の高揚を図り、漁船事故の未然防止に多大な成
果を収めています。 
 これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範
とするところであります。 

５５歳 

 

  

資料２ 



令和４年度北海道社会貢献賞 ～ 水産林務部関係 

区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体
ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 
功労者 

森を守り緑に 
親しむ功労者 

津別町 

特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

森
もり

のこだま 

特定非営利活動法人森のこだまは、津別町上里地区の道内唯一の森林
セラピー基地である「ノンノの森」を中心に、自然資源を活用したサー
ビスの提供や自然体験・自然学習の機会の創造を通じて地域の活性化を
図り、健康的で心豊かな生活・自然のサイクルと調和した社会の実現を
目的として、平成２４年に設立されました。 
「ノンノの森」での森林セラピーガイドの育成を始め、多数のプログ

ラムを提供し、交流人口の増加にも大きく寄与しております。 
また、地域の幼稚園児や小中高校生を対象に地域を学ぶ自然散策プロ

グラムなど、多岐にわたり森林環境教育の場を提供し、地元高齢者や障
がい者支援施設の子どもたちへの木育プログラムの実施などに取り組ん
でおります。 
さらには、「ノンノの森」周辺町道のゴミ拾いを行うなどの社会奉仕活

動を実施しております。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

平成２４年
４月設立 

 

  



令和４年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 

区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体
ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係

功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同  
 組合等功労者） 

斜里町 深山
ふかやま

 和彦
かずひこ

 

昭和５３年４月から漁業に従事、平成６年６月からウトロ漁業協同組
合の理事を務め、平成２４年６月から代表理事組合長として組合運営に
携わり、基幹魚種であるサケの付加価値向上に向けて、秋サケの「特銀
さけ」、「鮭児」やトキシラズの「船上活〆」などのブランド確立に取り
組むほか、近年、来遊不振により漁獲が落ち込んでいる秋サケについ
て、新たな商品開発の可能性を探るため、サケの陸上養殖試験事業に取
り組まれました。 
さらに、令和元年６月から北海道信用漁業協同組合連合会の代表理事

会長を務め、道内漁協の信用事業の健全性及び信頼性の確保に向けて、
「ＪＦマリンバンク基本方針」に基づき、漁協の経営基盤の安定化に取
組むとともに、各種モニタリングや漁協信用事業事務処理点検を継続実
施し、諸課題の早期発見や不祥事未然防止に尽力し、一方で金融機能の
強化・充実についても提言する等、ＪＦマリンバンクの信頼性を高める
取組みに尽力されております。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

６７歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 

功労者 
（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

網走市 新谷
し ん や

 哲也
て つ や

 

昭和５１年網走漁業協同組合に加入、平成１２年に理事に就任し、優
れた見識、的確な判断力、卓越した指導力が認められ、平成３０年に代
表理事組合長に就任し、漁家経済の向上と組合経営基盤の強化に尽力さ
れました。 
この間、大規模な農地崩落等により土砂の流入による河川、湖沼を始

めとした漁場の浅化対策、ジャガイモシロシストセンチュウ防除対策な
ど漁場環境及び流入河川環境の保全を重要課題として、各団体と連携し
て豊かな自然環境の保全に尽力されました。 
また、日頃から資源管理型漁業の必要性、栽培漁業の推進を唱え、鮭

定置漁業の協業化による合理化の推進、漁具漁網洗浄施設の整備に取り
組み、漁協の経営基盤及び漁業者の経営の安定に大きく寄与するととも
に、先見性と判断力に加え、卓越した行動力により漁協組合長のほか
数々の公職を歴任し、本道水産業の発展、振興に大きく貢献されまし
た。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

７０歳 

水産業関係

功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

紋別市 飯田
い い だ

 弘明
ひろあき

 

昭和５４年に家業のさけ定置漁業を継承し紋別漁業協同組合に加入、
持ち前の行動力と面倒見の良い人柄から組合内の人望も厚く、平成３年
に理事、平成３０年には代表理事組合長に就任し、長く組合運営に携わ
り、ホタテガイやサケなど地場産水産物の付加価値向上、輸出の拡大に
向けて、紋別港における屋根付岸壁の整備や自営加工場の衛生管理機能
強化を精力的に推し進めるなど、組合の経営基盤確立に大きく貢献され
ました。 
また、組合員はもとより、地域住民からの信頼も大きく、平成６年か

らは紋別市議会議員として、地域の発展に尽力されています。 
さらに平成３０年からは全国漁業信用基金協会北海道支所の運営委員

に就任するなど卓越した業務運営を発揮したところであります。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

７１歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

紋別市 伊藤
い と う

 政美
ま さ み

 

平成１８年１２月に沙留漁業協同組合信用課長として採用され、主に
信用事業及び漁業者の営漁指導の業務に携わり、前職の信用金庫勤務で
培った知識と経験を活かして、信用事業の堅実な業務推進体制の確立に
努めるほか、きめ細かな営漁指導を通じて組合員の漁業経営の安定に尽
力されました。 
特に、生産状況や漁獲物の価格が目まぐるしく変動するなか、組合員

の経営安定を基本とした金融指導に努め、漁業共済並びに積立プラスの
推進を図り、健全で安定的な漁業経営の確立に向けて組合員の経営意識
の高揚を図るなど、浜と誠実に向き合う姿勢は高く評価されています。 
また、平成２８年４月の参事就任後は、筆頭職員として専務理事を補

佐しながら、職員の先頭に立って組合の業務運営を牽引し、組合の経営
基盤強化や効率的な事業運営体制の構築に大きく貢献されました。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

６４歳 

 

  



令和４年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 

区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体
ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

北見市 八巻
や ま き

 吉明
よしあき

 

学生の頃より父親が経営する｢八巻造林｣で保育･間伐作業を手伝い、経
営の実践を通して森林・林業の知識や造林･育林技術を身につけるととも
に、昭和５９年に経営を引き継ぎ、相続した１３haの山林を含め、働い
て得た収入の一部を山林購入にあて規模拡大に努め、現在は約２００ha
の森林を所有されています。自家労力により人工林の計画的な間伐・主
伐や天然林択伐施業を行っているほか、林地未利用材の搬出・利用にも
積極的に取り組まれています。 
地域の森林所有者で組織する｢北見市林業グループ｣に設立当時から参

加、平成２５年より会長を務め、会員相互の親睦と林業経営の改善を図
るとともに、若手グループ員にチェンソーの扱い方や管理の技術指導を
行うなど後継者育成に力を入れているほか、地元の小学生を対象に自己
山林の広葉樹を利用したキノコの植菌体験会を行うなど、森林の大切さ
と楽しさを伝える木育活動にも積極的に取り組まれてきました。こうし
た活動が認められ平成２８年度の全国林業経営推奨行事では林野庁長官
賞を受賞され、林業の振興のため貢献された功績は誠に顕著であります。 

６７歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

滝上町 眞貝
しんかい

 眞佐喜
ま さ き

 

昭和５２年に父親が経営する有限会社真貝林工を引継ぎ、代表取締役
社長に就任以来４５年余りの長きにわたり、所有山林や森林組合の請負
事業等による森林整備事業に加え、製材工場の経営に専念され、平成１
７年には第４４回農林水産祭において林業経営部門では農林水産大臣
賞、林産部門では財団法人日本農林漁業振興会長賞を受賞されるなど、
地域の林業・木材産業の発展に多大な貢献をされました。 
また、地域産業の育成と振興を目指す「滝上産業クラスター研究会」

の立ち上げから参画しており、平成１５年からは滝上木質バイオマス生
産組合理事長に就任し、未利用資源を活用したペレットを生産するなど
地域の木質バイオマスエネルギーの利用促進に尽力されてきました。 
さらには、平成１２年度に北海道指導林家に認定され、各種研修会に

積極的に参加し森林所有者等に対して森林整備の推進に取り組むほか、
担い手の育成、高性能林業機械を活用した作業システムの実践・普及活
動など指導的役割を果たされ、地域林業の振興に大きく貢献された功績
は誠に顕著であります。 

６７歳 

 



令和４年度　水産林務部工事等優秀業者感謝状被表彰者一覧

水産土木部門

名称 代表者 所在地

にしむらぐみ にしむら　ゆきひろ 099-6404
（株）西村組 代表取締役 西村　幸浩 紋別郡湧別町栄町１３３番地の１

森林土木部門

名称 代表者 所在地

まつたにけんせつ まつたに　かずひで 091-0025
松谷建設（株） 代表取締役社長 松谷　和秀 北見市留辺蘂町旭北４１番地

資料 ３


